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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第１区分
【発行日】平成31年3月28日(2019.3.28)

【公表番号】特表2016-536577(P2016-536577A)
【公表日】平成28年11月24日(2016.11.24)
【年通号数】公開・登録公報2016-065
【出願番号】特願2016-519751(P2016-519751)
【国際特許分類】
   Ｇ０１Ｄ   5/244    (2006.01)
   Ｇ０１Ｄ   5/347    (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０１Ｄ    5/244    　　　Ｂ
   Ｇ０１Ｄ    5/347    １１０Ｍ

【誤訳訂正書】
【提出日】平成31年2月14日(2019.2.14)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　位置測定エンコーダー装置のためのリードヘッドを含む測定デバイスを製造する方法で
あって、前記リードヘッドは少なくとも１つのセンサーを含み、前記方法は、
　前記センサーからの出力を使用して前記リードヘッドの少なくとも１つのコンポーネン
トおよび前記少なくとも１つのセンサーをお互いに対して位置決めするステップであって
、前記センサーからの出力を使用して、前記センサーおよび／または前記少なくとも１つ
のコンポーネントの相対的な場所を微調整することを含むステップ
を含み、
　前記少なくとも１つのコンポーネントは、光学コンポーネントを含み、前記方法は、前
記センサーを保持しおよび移動させるアクチュエーターと、前記センサーからの前記出力
を使用して、前記センサーの位置決めをするように前記アクチュエーターの運動を制御す
るプロセッサーデバイスと、を含む製造装置の使用を含むことを特徴とする方法。
【請求項２】
　前記光学コンポーネントは、レンズを含むことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記光学コンポーネントは、回折格子を含むことを特徴とする請求項１または２に記載
の方法。
【請求項４】
　前記製造装置は、前記アクチュエーターによってそれが保持されるときに前記センサー
に電気的に接続するための、少なくとも１つの電気コネクターを含むことを特徴とする請
求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記アクチュエーターは、前記少なくとも１つの電気コネクターを含むことを特徴とす
る請求項４に記載の方法。
【請求項６】
　前記アクチュエーターは、前記コンポーネントに係合するための少なくとも１つのグリ
ッパーを含むことを特徴とする請求項５に記載の方法。



(2) JP 2016-536577 A5 2019.3.28

【請求項７】
　前記少なくとも１つのグリッパーのうちの少なくとも１つは、前記少なくとも１つの電
気コネクターを含むことを特徴とする請求項５または６に記載の方法。
【請求項８】
　前記センサーは、プリント回路基板（「ＰＣＢ」）の上に装着されることを特徴とする
請求項１乃至７のいずれか一項に記載の方法。
【請求項９】
　前記少なくとも１つのグリッパーおよび少なくとも１つの電気コネクターは、前記ＰＣ
Ｂに対抗して同じ方向に付勢されることを特徴とする請求項８に記載の方法。
【請求項１０】
　前記少なくとも１つのグリッパーおよび少なくとも１つの電気コネクターは、前記ＰＣ
Ｂを横切って横方向に付勢されることを特徴とする請求項９に記載の方法。
【請求項１１】
　前記センサーは、一連のマーキングを含むスケールを読み取るのに適切であり、前記セ
ンサーの前記出力は、前記リードヘッドおよびスケールの相対位置を決定する際に使用す
るために構成されており、前記方法は、前記センサーがキャリブレーションアーチファク
トを検出することができるように、前記キャリブレーションアーチファクトを設置するス
テップと、前記センサーからの前記出力を使用して、前記センサーおよび／または光学コ
ンポーネントの相対的な場所を微調整するステップとを含むことを特徴とする請求項１乃
至１０のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１２】
　前記センサーは、干渉縞を検出するためのフォトディテクターのアレイを含むことを特
徴とする請求項１乃至１１のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１３】
　前記センサーは、干渉縞の異なる位相を検出するための、交互配置で組み合わされたフ
ォトディテクターの２つ以上のセットを含むことを特徴とする請求項１２に記載の方法。
【請求項１４】
　位置測定エンコーダー装置のためのリードヘッドを製造する方法であって、電子コンポ
ーネントを保持しおよび移動させるように構成されたアクチュエーターを含む製造装置の
使用を含み、前記製造装置は、前記アクチュエーターによって前記電子コンポーネントが
保持されるときに、少なくとも１つの電気コネクターを介して前記電子コンポーネントに
電気的に接続することを特徴とする方法。
【請求項１５】
　情報は、前記電子コンポーネントとプロセッサーデバイスとの間で前記電気的な接続を
介して伝達されることを特徴とする請求項１４に記載の方法。
【請求項１６】
　前記電子コンポーネントは、センサーを含み、前記センサーは、一連のマーキングを含
むスケールを読み取るように構成されており、前記センサーの出力は、前記リードヘッド
およびスケールの相対位置を決定する際に使用するために構成されており、前記方法は、
前記センサーに接続するステップと、前記センサーからの信号を読み取るステップとを含
むことを特徴とする請求項１４または１５に記載の方法。
【請求項１７】
　エンコーダー装置のためのリードヘッドであって、前記リードヘッドは、スケールを検
出するためのセンサーを有するプリント回路基板を含み、前記プリント回路基板は、前記
センサーへの電気的な接続を提供するその面同士の間に延在するその表面の上に設けられ
た少なくとも１つの電気コネクターを含むことを特徴とするリードヘッド。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００３２
【訂正方法】変更
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【訂正の内容】
【００３２】
　したがって、本出願は、アクチュエーターを含む製造装置の使用を含む方法であって、
アクチュエーターは、少なくとも１つのグリッパーを含み、少なくとも１つのグリッパー
は、プリント回路基板（「ＰＣＢ」）をピックアップし、別のコンポーネントに対してそ
れを好適な位置に位置付けし、装置は、アクチュエーターによってそれがピックアップさ
れるときにＰＣＢに電気的に接続するための少なくとも１つの電気コネクターを含み、少
なくとも１つのグリッパーおよび少なくとも１つの電気コネクターは、同じ次元において
ＰＣＢに対して付勢される、方法を説明している。
【誤訳訂正３】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００３７
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００３７】
　本発明の第２の態様によれば、電気デバイスを製造する方法であって、方法は、（たと
えば、電気デバイスの別のコンポーネントに対して電子コンポーネントを位置付けするた
めに）電子コンポーネントを保持および移動させるためのアクチュエーターを含む製造装
置の使用を含み、製造装置は、アクチュエーターによって電子コンポーネントが保持され
（および、たとえば）移動させられるときに、少なくとも１つの電気コネクターを介して
電子コンポーネントに電気的に接続する、方法が提供される。
【誤訳訂正４】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００４１
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００４１】
　また、本出願は、プリント回路基板をピックアップするアクチュエーターを含む製造装
置の使用を含む製造の方法であって、プリント回路基板への電気的な接続は、前記プリン
ト回路基板の上の対応する基板接点の上に横方向に付勢される少なくとも１つの装置接点
を介して提供される、方法を説明している。
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